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	〇女性が活躍できる職場づくり〇
	〇男性の育児家事促進〇
	・管理職が集まる会議において育児・介護休業の周知・説明を行い、全社を挙げて育児休業等を取得しやすい職場環境の整備に取り組んでいる。 　直近3年間において、配偶者が出産した男性社員10名中9名が育児休業を取得し、取得率は90％に達している。内7名は現場勤務者であり、職種を問わず育児と仕事の両立を支援する環境を整えている。 ・改正育児・介護休業法に基づき、小学校就学前の子を養育する社員（希望者）を対象に以下の制度を導入し、子供の送迎や育児・家事時間を柔軟に確保できる環境を整備している。  ①時差出勤制度　　　　　対象：3歳～就学前まで  ②育児短時間勤務制度　　対象：0歳～就学前まで ・社内規程として、配偶者の出産時に利用できる『配偶者出産休暇（有給・２日間）』を設けており、男性社員が配偶者の出産に寄り添える休暇 取得を促進している。

	〇高齢者の活躍促進〇
	・60歳定年後の就業継続をサポートするため、個人のライフスタイルや健康状態等に配慮して、会社と本人が相談の上で柔軟な働き方が選択できる環境を整備している。 　①豊富な経験に基づく技術を伝承するため、65歳以上の継 　　続雇用制度を導入している。 　②長年、部長職を務めた社員については、高い実務知識 　　を活かせる「技術指導役」という立場を付与し、活躍を 　　推進している。 ・定年後の就業継続をサポートし、モチベーション維持を図るため、以下の取り組みを行っている。 　①定年前と同様に年1回の人間ドック受診を継続し、配偶 　　者に対しても人間ドックの受診を勧奨し、会社で費用を 　　負担している。 　②会社の保養所利用や勤続5年以上を対象としたリフレッ 　　シュ休暇制度など、定年前と変わらない福利厚生・リフ 　　レッシュ環境を継続している。 　③定年後も社内表彰制度や社外表彰への 　　推薦を正社員と同様に継続している。


